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2021年度第 2回町田市自殺対策推進協議会 会議録要約（書面開催） 

 

１ 日時  

開催日 2022年 1月 20日（木) 

意見募集期間 2022年 1月 20日（木）～2022年１月 31日（月） 

 

２ 開催方法  

 町田市自殺対策推進協議会委員に対し、書面により資料を配布し、それに対

する意見提出を依頼。 

 

３ 議題  

（１）報告事項 

（ア）2021年の町田市内の自殺の状況について 

（イ）2021年度自殺対策推進事業の進捗について 

（ウ）次期町田市自殺対策計画の策定について 

（２）協議事項 

2022年度の町田市自殺対策推進協議会の進め方について 

（３）情報交換 

2021年度の町田市自殺対策計画関連事業に関する取組状況について 

 

４ 資料 

【資料 1】2021年度第 2回町田市自殺対策推進協議会 報告事項 

【資料 2】町田市の自殺死亡者数および自殺死亡率（厚生労働省：地域の自殺の

実態） 

【資料 3-1】2021年度自殺対策推進標語等事業について 

【資料 3-2】2021年 9月総合相談会開催報告 

【資料 3-3】2021年度グーグル検索対応事業報告 

【資料 3-4】2021年 9月メールによるゲートキーパー相談事業報告 

【資料 3-5】2021年度ゲートキーパー養成講座報告 

【資料 3-6】ゲートキーパー養成講座アンケート報告（市民向け・地域ネットワ

ーク向け） 

【資料 4】2022年度の町田市自殺対策推進協議会の進め方について 

【資料 5-1】町田市自殺対策計画事業進捗シート【関連事業（地域）】 

【資料 5-2】町田市自殺対策計画事業進捗シート【関連事業（町田市）】 

【参考資料 1】地域における自殺の基礎資料（令和 3年 10月）概要 

【参考資料 2】2021年度 9月自殺対策ポスター 
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【参考資料 3】2021年度 3月自殺対策ポスター 

【参考資料 4】2021年度悩みの相談先一覧 

【参考資料 5】自死遺族わかちあいの会チラシ 

 

５ 議事要約 

 別紙のとおり 

 

６ 意見の取りまとめ方法 

 会長に一任（委員 18名のうち、回答 18名） 

 



【別紙】
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①

②
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④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

3～4回／年（自殺防止月間を含む）の啓発活動の実施はできないか。

自殺に至るまでにはいろんな理由があると思いますが事前に把握、察知できるような
ことも考えなくてはなりません。関係部署で横の連携をとり出来るだけシンプルにした
発信をお願いしたい。

各種相談窓口があるが自殺を思う人の相談については夜間も出来る様にとの意見も
ありました。

「5.ゲートキーパー養成講座」について
教職員向け講座の参加者数が少ないように感じる。2回実施予定なので、分散したこ
とも考えられるが、より多くの教員の参加がのぞまれる。例えば、今回は12月21日開
催であったが、学期末や学期始めなどは校務多忙のため参加しずらい状況であるこ
とから、夏季休業中などを利用した形で実施するとよいのではないかと思う。
また、初任者研修などを活用して、誰でもが必ず1回は研修を受けるようにすることも
必要であると考えます。

若い方の自殺が多いので、メールによるゲートキーパー相談事業は続けていくとよい
と思う。
若い女性の自殺が多いと聞くが、町田市は男性が多いのでしょうか。

デジタル化は進んでおりますがまだまだ時間はかかりそうです。各家庭に配布出来る
ものはないか。

意見なし 名

2021年度 第2回町田市自殺対策推進協議会　議事要約

議題（１）　報告事項について

意見あり 名

町田市の対応

総合相談会は、電話やWebでの対応を考えてもいいと思います。

メールによるゲートキーパー相談は、自殺の発生月の状況からすると、9月と3月だけ
でなく、他の月の実施も検討する必要があると思います。

主な意見・感想

全体の既遂者は減少したようですが、当院通院患者では既遂者が増えています
（例年の2倍）。COVIDの影響により、社会的弱者への援助が行き届かなくなって
いることが誘因の一つとなっていると考えられるので、今後社会的弱者への援助
を強化していただきたい。

2022年度は、メールによるゲートキーパー相談事業を年2回
から通年に強化して実施する予定です。
なお、2020年の町田市における自殺者数は、男性42人、女
性21人となり、男性が多くなっております。

教職員向けゲートキーパー養成講座は、健康推進課主催で
1回、指導課主催で2回実施しています。
指導課主催分の開催日・対象者は下記のとおりです。
7月21日（若手教員向け）
2月3日（管理職、生活指導担当等向け）
講座の開催時期などについては、今後の実施にあたって参
考にさせていただきます。

次期計画の策定にあたっては、新型コロナウイルス感染症
の影響などを踏まえて施策を検討してまいります。

対面以外の実施方法について検討してまいります。

効果的な啓発活動について検討してまいります。

関係機関との連携について検討してまいります。

みんなの健康だより（春号・夏号）に、自殺対策に関する記事
を掲載し、新聞折り込みや施設にて配布しております。

悩みの相談先一覧を作成し、24時間受付している窓口を含
め、町田市民の方が利用できる各種相談窓口を冊子やホー
ムページで紹介しております。
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自殺に関する各関係機関の取組について理解した。今後も警察で自殺案件を取り
扱った際は情報共有することとしたい。

よく調査されていると思います。

コロナ禍の中、オンラインを使った相談や講座は参加する側が安心できる。22年度も
引き続き、オンライン、対面どちらも行えるとよいと思います。

2019、2020、そして2021年の自殺の状況を拝見いたしますと確実に自殺対策の成果
が確認できます。コロナとの関係は如何とは思いますが、成功事例として考えて良い
と思います。

全体として減少傾向にあるが、自殺企画、未遂、相談等は依然として高い水準で推移
しており、取組みが必要である。

今後も関係機関との連携や情報共有を進めてまいります。

自殺死亡率も今年度はこれまでと比べて低く、普及啓発やゲートキーパーを養成する
ことで、市民の方々全体の意識が高まっているのかもしれないと感じました。

計画全体の指標や報告事項（1）市内自殺者数が、19年、20年に比べ減少しているな
どの理由や原因。
一方で啓もう活動や相談会の成果が出てきているように思えますので、総括的な説明
があると現状分析ができ、今後の課題や継続していく事柄が抽出されると思いまし
た。

新たな取り組みとして、2022年2月から町田マルイ・町田モ
ディのトイレ等で悩みの相談先一覧の二次元コードが掲載さ
れたステッカーの掲示をしています。今後、新たな協力事業
者を募り、自殺対策の強化を図っていきます。

男性の自殺者数は大きく減っていますが、女性が横ばいなのが気にかかります。
現在の対策が女性の自殺とミスマッチな可能性もあるため、丁寧な検証が必要に思
います。

相談ダイヤルを啓発素材に使用することは、一般啓発と自殺防止の両方に効果をも
たらすと思います。イギリスでは、例えば日常から駅のトイレの扉内側に電話番号を
記載した小さなステッカーを貼付したり、乗車券の裏側に印刷したりしています。もし
工夫をこらせる案がありましたら、広げられればと考えております。

要因が多岐に渡るため、自殺者数が減少した原因を特定す
ることはできませんが、今後も自殺対策を推進してまいりま
す。

市民協働推進課と連携をとり市民生活連絡会、町内会・自治会（連）において防止活
動、啓発活動を発していただきたく思います。

2022年2月9日の市民生活連絡会で自殺対策強化月間の取
組への協力を依頼しました。
今後も市民協働推進課と連携して取り組んでまいります。

町田市内の自殺の状況について、2021年町田市内の男性の自殺死亡数が減ってい
るのは、取り組んでいる事業が効果を出しているといえるのか。

引き続き、自殺対策を推進してまいります。

女性の自殺対策として、総合相談会に女性に関する悩み相
談の窓口を設置しておりますが、今後の対策については検
討してまいります。

今後もオンライン、対面の両方で行っていきます。
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①

②
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困窮者への援助について、関係機関と連携して検討を進め
てまいります。

昨年１１月は非対面方式（ポスティング）で福祉だよりの配布を実施したが、今年１月
から感染状況が拡大したため、生活援護課から福祉だよりは郵送となった。

主な意見・感想

まん延防止等重点措置が発令されましたが、引き続き三密対策を図り面談時間を縮
小するなど対応。また電話等による非対面で対応もしている。

結果を出せているところから、手綱を緩めずに同様の実施でよろしいかと思います。

町田市の対応

三多摩の市町村で、ゲートキーパー研修の実施を希望される自治体において、職員
向け、市民向け、関係者向けの研修を実施しています。

主な意見

議題（３）　情報交換について

意見なし 名

意見あり

引き続き、関係機関と連携しながら自殺対策を推進してまい
ります。

町田市の対応

名

様々な意見を取り入れ、取組みに生かしていきたい。

※以下データは全て速報値となります。

ア　２０２１年中「自損事故」対応件数（町田消防救急隊全７隊）　１４６件
イ　上記アのうち、本人通報または家族等に助けを求め通報　されたもの　４２件
ウ　イの傷病者を医療機関へ引き継ぎ時の医師所見
　　重　篤（生命の危機が切迫しているもの）　３件
　　重　症（生命の危機が強いと認められたもの）　１件
　　中等症（生命の危機はないが入院を要するもの）　１８件
　　軽　症（軽易で入院を要しないもの）　１５件
　　不搬送（搬送を辞退されたもの）　５件
エ　イ以外の方法により通報された件数　１０４件
オ　エのうち重症以上（死亡・社会死による不搬送含む）　５０件

　上記のデータが示すとおり、自損事故においては、本人が何らかの方法により助け
を求め、助けの手が差し伸べられた場合の搬送後の重症化率は１割程度であり、そ
れ以外方法で通報されたケースの重症化率約５割を大きく下回っています。

　また、昨年中は動画配信サービスへやSNSへの投稿により通報されたケースがそ
れぞれ１件ずつ確認されています。

現状の事業の実施体制を見直し、困窮者への具体的援助を強化していただきたい。

名

当院救急病棟で自殺未遂者の精神科リエゾンでのかかわりをしておりますが、町田
市民の方は昨年度と比して減っている印象です。あくまで印象ではありますが。
協議会の進め方については特になく、来年度以降担当者が変わりますが、引き続き
当院でもできる限りの参加をしたいと思います。

意見なし 名

意見あり

議題（２）　協議事項について
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⑥

⑦

名

子どもを自殺から守る手立てをもっと考える必要があります。自分事としてこのことを
考えさせる機会を学校で作っていきたいです。

児童・生徒の自殺対策を次期計画には重点的に行っていただきたいです。 御意見を踏まえ、次期計画を検討してまいります。

その他自殺対策に係る御意見等

意見なし

報告事項に関することになるかもしれませんが、自殺対策として広く相談先などを周
知することが大切だと思います。これまでも工夫をして進めていただいていますが、若
い年代だけではなく、中・高年（高齢者）に対しても相談しやすい方法や目にとまるよう
な工夫を進めていく必要があると思います。（例えば、メール相談はちょっと苦手という
人もいるかもしれないので）

名

主な意見 町田市の対応

自殺者の年代別が分かる資料があったら良かったと思います。

意見あり

民生委員として、子どもの自殺は学校訪問等で子どもたちのかかえる問題・現状を把
握・理解することであり、関心をもつことや身近な地域の相談先を知ることが大事と考
える。
昨年、ゲートキーパー養成講座に参加して、自殺＝いじめと考えていたが、先生の話
の中、データをみて、学業不振・進路・家庭の悩みで自殺する子が多いのが分かりま
した。

いじめ・虐待などがひき金になることがありますので、町田市にも児童相談所が設置さ
れると良いと思います。

今後もゲートキーパー養成講座などを通して、ゲートキー
パーの役割を周知してまいります。

御意見を踏まえ、効果的な周知方法を検討してまいります。

今後の協議会運営の参考にさせていただきます。


